
 

1. コントローラのハウスコードを、A から P の間で設定して

下さい。 

2. 照明アダプターにユニットコードを、1から 16の間で設定
してください。 

3. アダプターのプラグをコンセントに差し、照
明器具のプラグをアダプタ下部のコンセント

に差します。 

4. コントローラ側のハウスコードをアダプタと
同じハウスコードに設定します。 

5. アダプターのユニットコード番号と同番号が

記載されたコントローラのボタンを押すと、

そのユニットコードが設定されたアダプタの

照明を操作できます。 

6. 複数のアダプターが同じユニットコード番号

に設定されている場合、全て同時に操作さ

れます。 

 

ミニコントローラー F7MC460 取扱い説明書

１－４ ＯＮ 
ボタン 
ユニットコード

1-4 が設定され
たアダプターに

接続された照

明がＯＮ

All Lights Onボタン 
All Lights Offボタン 

同じハウスコードが設定された全ての照明アダ

プターに接続された照明を、一度に ON/OFF さ
せるボタンです。この場合、違うユニット番号が

設定されたアダプターでも、ハウスコードが同じ

なら全て操作することができます。 

※ 下部にある１－４ ５―８ ＳＥＬＥＣＴＯＲ スイッチ を切り替
えると、１―４ ＯＮ ボタンが ５－８ ＯＮ ボタンに、１－４ 
ＯＦＦ ボタンが ５―８ ＯＦＦ ボタン になり、合計１－８ 迄
の番号のアダプターをこのコントローラーで操作できるよう

になります。 
※ コントローラーの各ボタンを押すと、信号を発信した事を 信
号発信確認ランプ のＬＥＤが点灯して知らせます。 

１－４ ＯＦＦ 
ボタン 
ユニットコード

1-4 が設定さ
れたアダプタ

ーに接続され

た 照 明 が
OFF 

Ｂｒｉｇｈｔ ボタン（明るく）－Ｄｉｍ ボタン（暗く）
１～４の ON ボタンを押したあとに Dim ボタンを押
すと照明（電球）を徐々に暗く、Bright ボタンで明る
く、１８段階で調節ができます（押し続ける）。調光

できるのは、電球タイプの照明器具です。12V の
器具や蛍光灯（電球タイプの蛍光灯も含む）は調

光できませんので、照明用アダプターには接続 
しないで下さい。誤動作・故障の原因になります。

         パワーライン・リモートコントロールのしくみ      
操作したい照明にアダプターを設置し、番号を設定します。

コントローラーをコンセントに差し、“１のアダプターをＯＮ”“２

の照明を調光”などの信号を、コントローラーから家中の電

気の屋内配線を通じて、それぞれのアダプターへ送り、制御

しています。（ 電力線搬送 ）

信号送信確認ランプ 

ハウスコード設定ダイアル 

使用上の注意： 

当製品はコントローラーと各種アダプター間のリモコ

ン信号の送受信を屋内の交流 100V 配線を通して行って

います。その為、分電盤のブレーカーで二系統以上の電

灯線に分かれて配線されている場合、ブレーカーにより

隔てられた配線間の信号通信が難しくなることがあり

ます。なるべく、同一回路内で使用してください。 

又、電灯線内の交流電源に種々の雑音が混入している場

合があります。このような場合もリモコン信号の送受信

の障害になります。それらの雑音は家庭内では、古くな

った蛍光灯装置や家電等から発生していることが多い

です。そのような場合は、コントローラのボタンを長め

に押すか、2 度押すことによってほとんど解消します。

それでも動作しない場合は、原因になっていると考えら

れる家電をノイズフィルター付きの電源タップに接続

することで解消することがあります。 

 

注意：この製品の保証期間は 6ヶ月です。 
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